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神社の不思議 ―参拝の作法に込められた意味―
今月は、日々の参拝で何気なく行っている作法の意味を、境内の
造りとともにご紹介します。

【玉砂利―踏みしめて心を清める】
神社の境内に敷き詰められた玉砂利。美しい景観としてだけでなく、
実は深い意味が込められています。玉砂利を踏みしめる「サクサク」と
いう音は、参拝者に神域に入ったことを自覚させ、日常の雑念を払う
効果があります。また、砂利には防犯の意味もあり、足音で不審者の
侵入を知らせる役割も果たしています。当社では境内全体に玉砂利

が敷き詰められ、一歩一歩踏みしめながら心を整えて神様の御前へと進むことができます。

【狛犬―神域を守る聖獣】
社殿の両脇で向き合う一対の狛犬。口を開けた「阿形（あぎょう）」と口を閉じた「吽形（うんぎょう）」が
対になっています。「阿」は物事の始まり、「吽」は終わりを表し、「阿吽の呼吸」の語源でもあります。な
ぜ二体いるのか。それは陰と陽のように、対となることで完全な守護の力を発揮するからです。これらの
聖獣は、邪悪なものから神域を守り続けています。

【社殿の造り―本殿・拝殿・幣殿】
当社の本殿は、大嶋神社が「三間社流造」、奥津嶋神社が「一間社流造」という格式高い建築様式で
す。本殿は神様がお鎮まりになる最も神聖な場所で、普段は扉が閉ざされています。私たちが参拝す
る拝殿は「入母屋造」で、本殿と拝殿をつなぐのが幣殿です。大嶋神社には大国主命、奥津嶋神社に
は奥津嶋比売命がお祀りされ、夫婦円満の神として信仰を集めています。

【二礼二拍手一礼―参拝の心】
拝殿での作法「二礼二拍手一礼」。なぜこの形なのでしょうか。二度の礼は、神様への深い敬意と感
謝を表します。二度の拍手は、神様に自分の存在を知らせ、また邪気を払う意味があります。そして最
後の一礼で、神様との対話を終える。この作法は明治以降に定められたものですが、日本人の謙虚な
心を表す美しい所作として受け継がれています。

また、拝殿の鈴緒を引いて鳴らす鈴。その澄んだ音色には、神様をお招きし、祓い清める力があると
されています。参拝者の邪気を祓い、清らかな心で神様と向き合えるよう導いてくれるのです。

このように、神社での一つひとつの行いには、長い歴史の中で培われた深い意味があります。これら
を心に留めながら参拝することで、神様とのつながりがより深まることでしょう。

３月の予定（行事案内）
・３月４日 （水曜日） 百々神社 月例祭 午前１０時より祈祷受付開始
・３月２２日（日曜日） 権現山（池鯉鮒神社）参道清掃 午前９時に若宮神社集合

島町の皆さんだけになります。
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